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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
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【
作
者
名
】
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ｉ

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
こ
は
私
立
青
海
中
・
高
校
吹
奏
楽
部
。

全
国
に
い
く
ら
で
も
あ
る
地
方
大
会
銅
賞
バ
ン
ド
。

そ
の
吹
奏
楽
部
に
新
入
生
と
し
て
入
部
し
た
「
僕
」
は

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
と
い
う
楽
器
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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出
会
い

舞
台
裏
―
―
。

前
の
団
体
の
演
奏
が
終
わ
る
。

鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
。

「
ど
う
ぞ
」
と
係
の
生
徒
が
言
う
。

舞
台
に
入
る
。

周
り
を
見
渡
せ
ば
い
ろ
い
ろ
な
制
服
を
着
た
生
徒
が
せ
わ
し
な
く
動
く
。

席
に
着
く
。

照
明
が
つ
く
。

と
っ
て
も
熱
い
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
。

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
４
番
　
青
海
高
等
学
校
。
　
指
揮
は
金
木
浩
史
で
す
。
」

顧
問
が
入
っ
て
く
る
。

見
渡
す
。

先
生
が
手
を
挙
げ
る
。

僕
の
す
べ
て
を
か
け
た
７
分
間
が
始
ま
っ
た
―
―
―
―
―
。

そ
の
３
カ
月
ほ
ど
前
。

僕
は
こ
の
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
た
。

仮
入
部
と
呼
ば
れ
る
楽
器
体
験
で
始
ま
っ
た
僕
の
吹
奏
楽
ラ
イ
フ
は
、

入
部
３
カ
月
で
Ｂ
チ
ー
ム
と
し
て
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

４
月
。

中
学
入
試
に
合
格
し
こ
の
学
校
に
入
学
し
た
僕
は
、
初
め
か
ら
吹
奏
楽
部
に
入

ろ
う
と
決
め
て
い
た
。
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そ
こ
で
、
仮
入
部
初
日
か
ら
、
吹
奏
楽
部
が
活
動
す
る
芸
術
校
舎
へ
足
を
運
ん

だ
。

比
較
的
大
き
な
通
り
が
北
に
あ
る
こ
の
学
校
は
、
南
に
い
く
ほ
ど
う
っ
そ
う
と

緑
が
覆
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
学
校
で
一
番
南
に
あ
る
芸
術
校
舎
は
、
新
入
生
に
は
近
づ
き
難

い
雰
囲
気
を

放
っ
て
い
た
。
意
を
決
し
て
入
っ
て
み
る
と
、
い
き
な
り
「
こ
ん
に
ち
は
！
」

と
挨
拶
を
さ
れ
た
。
何
と
返
せ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
お
ど
お
ど
し
て

い
る
と
、

「
何
？
仮
入
？

そ
れ
な
ら
ま
ず
２
階
に
上
が
っ
て
、
」

と
案
内
さ
れ
る
う
ち
に
、
分
厚
い
木
の
扉
の
「
音
楽
教
室
」
と
書
か
れ
た
部
屋

に
着
い
た
。

案
内
さ
れ
る
と
教
室
の
一
番
奥
―
―
右
端
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
た
椅
子
が
あ
っ

た
。

「
あ
っ
、
待
っ
て
。
こ
こ
に
名
前
を
書
い
て
ね
。
」

扉
の
横
の
机
の
上
に
置
か
れ
た
、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
に
は
、
学
年
、
名
前
、
経
験

楽
器
を
書
く
欄
が
あ
っ
た
。

「
で
、
あ
そ
こ
の
椅
子
に
座
っ
て
ね
。
」

と
い
わ
れ
、
音
楽
室
に
い
る
先
輩
た
ち
の
目
線
を
受
け
な
が
ら
、
椅
子
に
座
っ

た
。

音
楽
教
室
の
中
で
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
た
先
輩
や
、
制
服
姿
の
先
輩
が
い
た
。

ど
の
先
輩
も
、
ま
じ
め
に
練
習
し
て
い
る
よ
う
で
、
サ
ボ
っ
て
い
る
姿
は
み
ら

れ
な
い
。

た
だ
気
に
な
る
の
は
、
２
重
窓
と
い
う
密
閉
空
間
が
生
み
出
す
…
…

「
ち
ょ
っ
と
臭
い
か
も
…
…
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

初
め
は
空
席
が
目
立
っ
た
椅
子
も
、
次
第
に
埋
ま
っ
て
き
た
。

周
り
を
見
渡
す
と
、
男
子
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
女
子
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
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「
は
い
。
で
は
、
共
同
講
義
室
へ
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
」

何
が
「
は
い
」
な
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
先
輩
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
そ
の
『

共
同
講
義
室
』
へ
い
っ
た
。

―
―
芸
術
校
舎
の
２
階
は
、
音
楽
教
室
を
含
め
て
、
４
つ
部
屋
が
あ
り
、

西
か
ら
、
音
楽
教
室
と
そ
の
そ
ば
の
楽
器
庫
、
廊
下
の
準
備
室
、
横
長
の
共
同

講
義
室
が
あ
る
。

さ
ら
に
奥
に
は
、
書
道
室
が
あ
っ
た

―
―
が
、
先
輩
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に
共
同
講
義
室
へ
連
れ
て
こ
さ
せ
ら
れ
た
。

共
同
講
義
室
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
ジ
ャ
ー
ジ
や
シ
ャ
ツ
を
着
た
先
輩
達
と
、

楽
器
が
ず
ら
っ
と
あ
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
、
仮
入
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
声
の
も
と
、
先
輩
達
が
お

し
か
け
、
自
分
の
パ
ー
ト
へ
と

勧
誘
し
て
い
っ
た
。

―
―
仮
入
部
、
通
称
「
仮
入
」
は
、
こ
の
吹
奏
楽
部
の
場
合
は
、
４
月
～
５
月

の
間
行
わ
れ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
―
ク
後
の
最
初
の
活
動
日
に
、
晴
れ
て
入
部
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

仮
入
は
、
１
５
分
ご
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
４
：
０
０
～
５
：
０
０
の
１

時
間
行
わ
れ
た
。

コ
ル
ネ
ッ
ト
を
経
験
し
て
い
た
僕
に
と
っ
て
、
仮
入
の
段
階
で
金
管
楽
器
を
吹

く
こ
と
に
、

苦
労
は
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
経
験
し
て
い
て
楽
器
で
あ
る
は
ず
の
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
は
避
け
た
。

―
も
う
あ
ん
な
思
い
は
し
た
く
な
い
。

あ
の
日
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
今
で
も
体
も
心
も
重
く
な
る
感
じ
が
す
る
。
―

気
持
ち
を
き
り
か
え
、
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僕
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
手
に
取
っ
た
。
思
っ
た
よ
り
、
楽
器
は
軽
く
、
す
ぐ

に
な
っ
た
。

「
こ
の
楽
器
イ
イ
か
も
」
と
お
も
っ
た
。
夢
中
に
な
っ
て
吹
い
て
い
る
う
ち
に
、

１
５
分
が
経
ち
、

次
の
楽
器
へ
向
か
っ
た
。

―
―
部
屋
の
壁
沿
い
に
立
て
か
け
て
あ
る
銀
色
の
楽
器
。
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
横
に
は
、
女
子
の
先
輩
が
座
っ
て
い
た
。

自
分
の
本
能
の
が
僕
に
さ
さ
や
い
た
。

「
か
わ
い
い
。
」

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

顔
を
赤
く
し
、
緊
張
し
な
が
ら
す
ご
し
た
。

「
は
い
。
こ
れ
。
こ
う
や
っ
て
持
つ
ん
だ
よ
。
」

言
わ
れ
た
通
り
に
吹
い
て
み
る
と
、
意
外
と
音
が
鳴
っ
た
。

―
―
―
こ
れ
が
僕
と
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
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出
会
い
（
後
書
き
）

主
に
Ｆ
Ｃ
２
の
小
説
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

↓
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ
ｌ
．
ｆ
ｃ
２
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
ｎ
ｏ
ｖ
ｅ

ｌ
．
ｐ
ｈ
ｐ
？
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
＝
ｔ
ｃ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ｎ
ｉ
ｄ
＝
７
５
４
７
６

ブ
ロ
グ
も
ど
う
ぞ
。

↓
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ａ
ｍ
ａ
ｅ
ｎ
ｏ
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
．
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
１
０
１
．

ｆ
ｃ
２
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Brasstic Days!!
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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